
補
正
予
算

議
案
第
56
号　
　
賛
成
多
数　
可
決

令
和
３
年
度
曽
於
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
５
号
）

　

今
回
の
補
正
は
、
令
和
２
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算
第
６
号
に
お

い
て
設
定
し
た
庁
舎
整
備
事
業
の

継
続
費
に
つ
い
て
、
起
債
申
請
を

理
由
と
し
て
設
定
し
て
い
た
が
、

令
和
２
年
度
年
割
額
の
計
上
に
誤

り
が
あ
っ
た
た
め
、
当
該
継
続
費

を
廃
止
し
、
改
め
て
令
和
３
年
度

を
始
期
と
す
る
庁
舎
整
備
事
業
の

継
続
費
に
つ
い
て
、
追
加
す
る
も

の
で
す
。

第
３
回　
定
例
会

会
期 

令
和
3
年
8
月
27
日
～

９
月
30
日
（
35
日
間
）

人
事
関
係

諮
問
第
１
号　
　

適　
任

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

第
３
回　
臨
時
会

会
期 
令
和
3
年
8
月
12
日

（
１
日
間
）

花
房　
親
志　
氏  

71
歳

（
財
部
町
南
俣
・
再
任
）

※
任
期
は
令
和
４
年
１
月
１
日
か

ら
３
年
間
で
す
。

計
画
の
策
定

議
案
第
57
号　
　
全
会
一
致　
可
決

曽
於
市
過
疎
地
域
持
続
的
発
展

計
画
の
策
定

　

過
疎
地
域
の
持
続
的
発
展
の
支

援
に
関
す
る
法
律
が
公
布
さ
れ
、

本
市
で
必
要
な
事
業
を
総
合
的
か

つ
計
画
的
に
実
施
す
る
た
め
、
令

和
３
年
度
か
ら
令
和
７
年
度
ま
で

の
計
画
を
策
定
す
る
も
の
で
す
。

条
例
の
制
定

議
案
第
58
号　
　
全
会
一
致　
可
決

曽
於
市
過
疎
地
域
持
続
的
発
展
産

業
開
発
促
進
条
例
の
制
定

　

過
疎
地
域
の
持
続
的
発
展
の
支

援
に
関
す
る
特
別
措
置
法
の
施
行

に
伴
い
、
振
興
す
べ
き
業
種
の
用

に
供
す
る
設
備
の
取
得
等
に
対
す

る
固
定
資
産
税
の
課
税
免
除
を
行

う
こ
と
に
関
し
、
必
要
な
事
項
を

定
め
る
も
の
で
す
。

問　

新・旧
条
例
の
相
違
点
等
は
。

答　

旧
条
例
は
、
新
築･

増
築
が

対
象
で
あ
っ
た
が
、
新
条
例
で
は
、

改
築
・
修
繕
も
対
象
に
な
る
。
ま

た
、
対
象
業
種
に
「
情
報
サ
ー
ビ

ス
等
」
を
追
加
、
課
税
免
除
対
象

と
な
る
取
得
価
格
の
引
下
げ
、
適

用
期
間
が
法
に
基
づ
き
令
和
６
年

３
月
31
日
ま
で
延
長
と
な
る
。

※
旧
条
例
は
議
案
第
64
号
で
廃
止

提
案
さ
れ
、
全
会
一
致
可
決
。

条
例
の
一
部
改
正

議
案
第
60
号　
　
全
会
一
致　
可
決

曽
於
市
定
住
促
進
住
宅
用
地
分
譲

条
例
の
一
部
改
正

　

大
隅
坂
元
地
区
及
び
大
隅
南
地

区
の
定
住
促
進
住
宅
用
地
に
つ
い

て
、
１
世
帯
に
つ
き
原
則
隣
接
す

る
２
区
画
ま
で
と
す
る
よ
う
区
画

の
制
限
を
緩
和
し
、
販
売
を
促
進

す
る
た
め
規
定
を
改
正
す
る
も
の

で
す
。

問　

今
回
の
改
正
の
経
緯
は
。　

答　

議
会
や
地
域
な
ど
各
方
面
か

ら
、
分
譲
条
例
の
販
売
区
画
数
の

改
正
や
販
売
価
格
の
見
直
し
の
提

言
に
よ
り
、
こ
の
現
状
を
総
合
的

に
検
討
し
た
結
果
、
販
売
区
画
数

の
条
例
改
正
が
必
要
で
あ
る
と
判

断
し
た
も
の
で
あ
る
。

大隅坂元地区分譲地大隅南地区分譲地
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議
案
第
62
号　
　
全
会
一
致　
可
決

曽
於
市
過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別

事
業
基
金
条
例
の
一
部
改
正

　

過
疎
地
域
の
持
続
的
発
展
の
支

援
に
関
す
る
特
別
措
置
法
の
施
行

に
伴
い
関
連
す
る
規
定
を
改
正
す

る
も
の
で
す
。

問　

基
金
の
状
況
は
。　

答　

平
成
29
年
度
よ
り
１
億
円
を

積
立
て
な
が
ら
、
令
和
２
年
度
よ

り
取
崩
し
て
、
子
ど
も
医
療
費
助

成
事
業
や
訪
問
給
食
サ
ー
ビ
ス
事

業
等
の
過
疎
ソ
フ
ト
事
業
に
充
当

し
て
い
る
。

補
正
予
算

議
案
第
67
号　
　
全
会
一
致　
可
決

令
和
３
年
度
曽
於
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
６
号
）

９
億
４
５
万
円
追
加

補
正
後
予
算

総
額　
２
８
２
億
５
３
２
９
万
円

　

歳
入
は
、
国
庫
支
出
金
の
災
害

復
旧
費
国
庫
負
担
金
や
総
務
費
国

庫
補
助
金
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交

付
金
等
の
増
額
が
主
な
も
の
で
あ

り
、
歳
出
は
、
経
済
対
策
配
布
型

商
品
券
事
業
（
第
３
弾
）、
梅
雨

前
線
豪
雨
に
よ
る
災
害
発
生
に
よ

る
現
年
発
生
農
地
・
農
業
用
施
設

災
害
復
旧
費
等
を
追
加
す
る
も
の

で
す
。

議
案
第
69
号　
　
全
会
一
致　
可
決

令
和
３
年
度
曽
於
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
７
号
）

９
６
３
０
万
円
追
加

補
正
後
予
算

総
額　
２
８
３
億
４
９
６
０
万
円

　

歳
入
は
、
財
源
調
整
に
よ
る
財

政
調
整
基
金
繰
入
金
９
６
３
０
万

円
を
追
加
す
る
も
の
で
す
。
歳
出

は
、
財
部
高
校
跡
地
の
利
活
用
に

係
る
測
量
設
計
業
務
委
託
料
等
の

追
加
に
よ
り
、
南
九
州
畜
産
獣
医

学
拠
点
事
業
を
８
０
９
１
万
円
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
に
よ
り
鹿
児
島
県
が
支
給
す
る

飲
食
店
へ
の
時
短
要
請
協
力
金
給

付
事
業
に
対
す
る
負
担
金
の
追
加

に
よ
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
時
短
要
請
協
力
金
給

付
事
業
１
５
３
９
万
円
を
そ
れ
ぞ

れ
追
加
す
る
も
の
で
す
。

総
務
常
任
委
員
会

（
今
鶴　
治
信
委
員
長
）

補
正
第
６
号

【
前
年
度
繰
越
】

問　

前
年
度
繰
越
金
５
億
１
３
７

８
万
円
の
根
拠
は
。

答　

歳
入
か
ら
歳
出
を
差
し
引
い

た
金
額
９
億
７
１
８
３
万
円
か
ら

翌
年
度
へ
繰
り
越
す
べ
き
財
源
と

当
初
予
算
計
上
額
を
差
し
引
い
た

金
額
で
あ
る
。

【
消
防
設
備
整
備
事
業
】

問　

消
防
水
利
登
録
と
は
。

答　

地
図
情
報
共
有
シ
ス
テ
ム
に

防
火
水
槽
・
消
火
栓
・
自
然
水
利

を
登
録
す
る
こ
と
で
、
火
災
現
場

に
お
い
て
関
係
者
が
そ
の
情
報
を

瞬
時
に
共
有
し
、
素
早
く
消
火
活

動
を
行
う
た
め
に
備
え
る
も
の
で

あ
る
。

【
経
済
対
策
配
布
型
商
品
券
事
業

（
第
３
弾
）】

問　

第
３
弾
の
内
容
は
。

答　

地
元
店
と
飲
食
店
で
使
用
可

能
な
額
面
３
０
０
０
円
の
商
品
券

を
無
償
で
市
民
全
員
に
配
布
す
る

事
業
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で

同
様
、
飲
食
店
の
店
内
飲
食
に
限

り
、
額
面
５
０
０
円
の
商
品
券
を

６
０
０
円
で
使
用
で
き
る
こ
と
と

し
て
い
る
。

問　

商
品
券
引
換
え
手
続
き
用
プ

レ
ハ
ブ
の
設
置
場
所
と
あ
る
が
。

答　

引
換
え
時
期
が
郵
便
局
の
繁

忙
期
と
重
な
る
た
め
、
本
庁
及
び

各
支
所
３
カ
所
庁
舎
敷
地
内
に
、

感
染
症
対
策
を
講
じ
た
プ
レ
ハ
ブ

を
11
月
に
設
置
す
る
。

【
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
手

続
き
】

問　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普

及
拡
大
に
向
け
て
の
取
り
組
み
は
。

答　

毎
月
第
４
日
曜
日
に
本
庁
及

び
各
支
所
で
交
付
手
続
き
を
行
っ

て
い
る
。

3 ☆本紙では、主な事柄を抜粋して掲載しております。



補
正
第
７
号

【
南
九
州
畜
産
獣
医
学
拠
点
事
業

の
測
量
設
計
業
務
委
託
料
等
】

問　

旧
校
舎
等
の
ア
ス
ベ
ス
ト
含

有
調
査
業
務
委
託
料
と
は
。

答　

外
壁
の
塗
料
等
調
査
で
あ
る
。

問　

今
後
の
建
設
費
等
の
財
源
の

確
保
は
。

答　

地
方
創
生
拠
点
整
備
交
付
金

を
２
分
の
１
、
残
り
は
補
正
予
算

債
（
充
当
率
１
０
０
％
、
交
付
税

措
置
率
50
％
）
を
活
用
し
た
い
。

意
見　
他
の
補
助
金
や
後
年
度
の

交
付
税
措
置
算
入
率
の
高
い
有
利

な
起
債
等
の
活
用
を
求
め
る
。財部高校跡地

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

（
渕
合　
昌
昭
委
員
長
）

補
正
第
６
号

【
保
育
環
境
改
善
等
事
業
補
助
】

問　

事
業
の
内
容
は
。

答　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
感
染
防
止
対
策
の
た
め
、
保

育
所
等
に
対
し
て
国
の
補
助
が
決

定
し
、
市
内
の
保
育
所
等
全
16
施

設
に
通
知
を
し
た
と
こ
ろ
、
12
施

設
か
ら
申
請
が
あ
り
、
空
気
清
浄

機
や
加
湿
器
、
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒

液
等
の
購
入
を
予
定
し
て
い
る
。

【
高
齢
者
の
保
健
事
業
と
介
護
予

防
の
一
体
的
実
施
事
業
】

問　

ど
の
よ
う
な
事
業
か
。

答　

こ
れ
ま
で
は
国
保
と
後
期
高

齢
、
介
護
保
険
が
そ
れ
ぞ
れ
に
事

業
を
実
施
し
て
い
た
が
、
こ
れ
ら

の
事
業
が
一
体
と
な
り
横
断
的
に

切
れ
目
な
い
支
援
を
来
年
度
か
ら

実
施
す
る
た
め
、
作
業
部
会
や
研

修
等
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

問　

こ
の
事
業
の
対
象
者
は
。

答　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
75

歳
か
ら
84
歳
ま
で
の
約
２
０
０
０

人
の
中
か
ら
高
血
圧
症
や
脳
血
管

疾
患
、
骨
折
等
の
疾
病
を
持
つ
方

を
対
象
と
し
て
絞
り
込
み
、
重
症

化
し
な
い
よ
う
に
す
る
と
と
も
に

医
療
費
の
抑
制
に
つ
な
げ
て
い
き

た
い
。

意
見　

本
市
に
沿
っ
た
充
実
し
た

取
り
組
み
と
な
る
よ
う
に
。

【
岩
川
小
学
校
改
築
事
業
】

問　

増
額
補
正
の
理
由
は
。

答　

県
道
63
号
線
側
の
法
面
の
コ

ン
ク
リ
ー
ト
舗
装
、
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
用
の
バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
、
防
球

ネ
ッ
ト
、
ナ
イ
タ
ー
照
明
の
移
設
、

移
転
作
業
等
に
伴
う
増
で
あ
る
。

岩川小学校

【
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
施
設
整
備

事
業
】

問　

謝
礼
金
90
万
円
の
内
容
は
。

答　

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
審
査
の
た
め
、

設
計
技
術
提
案
を
10
社
か
ら
募
集

し
、
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
業
者
へ

の
謝
礼
金
で
あ
る
。

【
文
化
振
興
事
業
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

作
業
委
託
】

問　

ど
の
よ
う
な
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
改
修
す
る
の
か
。

答　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
吉
井
淳
二

記
念
大
賞
展
に
来
場
す
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
と
の
意
見
が
多
く

寄
せ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
実
際
に

会
場
で
鑑
賞
し
て
い
る
よ
う
な

バ
ー
チ
ャ
ル
的
な
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
考
え
て
い
る
。

建
設
経
済
常
任
委
員
会

（
岩
水　
豊
委
員
長
）

補
正
第
６
号

【
商
工
業
後
継
者
育
成
事
業
】

問　

本
事
業
の
増
額
の
内
容
は
。

答　

当
初
申
請
件
数
10
件
を
計
上

し
て
い
た
が
、
予
定
よ
り
増
え
た

た
め
変
更
が
生
じ
た
も
の
で
あ
る
。
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【
農
業
・
農
村
活
性
化
推
進
施
設

等
整
備
事
業
】

問　

増
額
補
正
の
内
容
は
。

答　

６
月
３
日
か
ら
４
日
の
梅
雨

前
線
豪
雨
に
よ
る
現
年
発
生
農

地
・
農
業
用
施
設
災
害
復
旧
費
の

追
加
が
主
な
も
の
で
あ
る
。

【
農
林
水
産
業
費
の
農
業
費
の
補

助
金
】

　

市
長
が
提
案
理
由
に
お
い
て
、

国
の
産
地
交
付
金
の
支
給
さ
れ
る

べ
き
額
が
、
事
務
の
間
違
い
に
よ

り
支
給
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
よ

る
65
万
２
０
０
０
円
を
計
上
し
た

と
説
明
し
陳
謝
が
あ
っ
た
も
の
が

主
な
も
の
で
す
。

意
見

事
務
処
理
ミ
ス
に
よ
り
、…

国
か
ら
支
払
わ
れ
る
べ
き
交
付
金

を
市
の
一
般
財
源
で
対
応
す
る
こ

と
に
対
し
て
疑
問
が
残
る
。

補
正
第
７
号

【
時
短
要
請
協
力
金
給
付
事
業
負

担
金
】

問　

負
担
金
の
内
容
は
。

答　

１
８
０
店
舗
を
予
定
し
て
い

る
が
、
事
業
終
了
後
に
実
績
に
応

じ
た
額
を
県
へ
負
担
金
と
し
て
支

払
う
。

議
案
第
68
号　
　
全
会
一
致　
可
決

令
和
３
年
度
曽
於
市
水
道
事
業

会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

車
両
購
入
費
の
追
加
が
主
な
も

の
で
す
。

契
約
の
締
結

議
案
第
70
号　
　
全
会
一
致　
可
決　

大
内
田
地
区
頭
首
工
災
害
復
旧
工

事
請
負
契
約

の
締
結

　

９
月
２
日

に
開
札
を
行

い
、
川
畑
建

設
株
式
会
社

が
２
億
９
９

２
０
万
円
で

落
札
し
、
契

約
の
締
結
に
つ
い
て
議
会
の
議
決

を
求
め
る
も
の
で
す
。

工
期　
令
和
５
年
３
月
16
日
ま
で

議
案
第
71
号　
　
全
会
一
致　
可
決　

百
入
橋
橋
梁
災
害
復
旧
工
事

（
下
部
工
）
請
負
契
約
の
締
結

　

９
月
２
日
に
開
札
を
行
い
、
株

式
会
社
有
川
組
が
２
億
１
４
２
８

万
円
で
落
札
し
、
契
約
の
締
結
に

つ
い
て
議
会
の
議
決
を
求
め
る
も

の
で
す
。

工
期　
令
和
４
年
６
月
27
日
ま
で

議
案
第
72
号　
　
全
会
一
致　
可
決

曽
於
市
本
庁
舎
増
築
本
体
工
事
請

負
契
約
の
締
結

　

９
月
17
日
に
開
札
を
行
い
、
渡

辺
・
川
畑
特
定

建
設
工
事
共

同
企
業
体
が

７
億
８
１
８
万

円
で
落
札
し
、

契
約
の
締
結
に

つ
い
て
議
会
の

議
決
を
求
め
る

も
の
で
す
。

工
期　
令
和
４
年
７
月
27
日
ま
で

発　
議

発
議
第
６
号　
　
全
会
一
致　
可
決

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
厳
し
い
財
政
状

況
に
対
処
し
地
方
税
財
源
の
充
実

を
求
め
る
意
見
書
案

　

地
方
自
治
体
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍

へ
の
対
応
は
も
と
よ
り
、
地
域
の

防
災
・
減
災
、
雇
用
の
確
保
、
地

球
温
暖
化
対
策
な
ど
の
喫
緊
の
課

題
に
迫
ら
れ
て
い
る
ほ
か
、医
療
・

介
護
、
子
育
て
を
は
じ
め
と
し
た

社
会
保
障
関
係
経
費
や
公
共
施
設

の
老
朽
化
対
策
費
な
ど
将
来
に
向

け
増
嵩
す
る
財
政
需
要
に
見
合
う

財
源
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、 

令
和
４
年
度
に
お
い
て
も
厳
し
い

財
政
運
営
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
地

方
税
財
源
の
確
保
を
求
め
る
よ
う
、

関
係
機
関
に
意
見
書
を
提
出
す
る

も
の
で
す
。

提
出

衆
議
院
議
長
・
参
議
院
議
長

内
閣
総
理
大
臣
・
内
閣
官
房
長
官

総
務
大
臣
・
財
務
大
臣

経
済
産
業
大
臣
・
経
済
再
生
担
当
大
臣

昨年の梅雨前線豪雨で被災した大内田地区頭首工

昨年の 7 月豪雨で被災した
市道麓・橋野線の大淀川に

架かる百入橋本庁舎イメージ図

5 ☆定例会とは年 4回定例的に開かれる会議で、曽於市では、3月・6月・9月・12 月に開催します。


